タイ、カンボデイア、ラオス訪問記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　十郎

12月19日~26日、タイ、カンボデイア、ラオスを訪問した。出張の主目的は特別顧問を仰せつかっている日本新技術促進機構（会長・進藤栄一筑波大学名誉教授・日本ビジネスインテリジェンス協会顧問）の関係で、日本のベンチャー企業と米国の企業が開発した新技術のアジア諸国向け紹介がメインであった。私は80歳までに80カ国訪問を目指しているが、今回の海外出張で訪問国は77カ国となった。2011年3月にマケドニアの大学での講演に招待されているので、80歳を前倒しで80カ国の目標が達成できそうで、目標を上げようかと考えている。

1．タイ；
　　バンコク訪問は2008年7月の国際アジア共同体学会国際大会での訪問以来2年半ぶりであった。タイは目覚しい発展の最中にあり、インドネシアと並び、ASEANの雄として発展に自信を深めている様が伺えた。メコン流域のベトナム、カンボデイア、ラオスのインドシナ3国のリーダーとして躍進著しいものがあった。日本としてもASEAN、インドシナ3国への進出の橋頭堡としてタイとのさらなる関係強化が望まれる。

２．カンボデイア；
　　人口1300万人のカンボデイアはポルポト時代の悲惨な体験を乗り越え、国造りに力を注いでいる。とくにグリーン・エコプロジェクトに注力している。今回、われわれが紹介した東京のシーベル・インターナショナル社が開発した流水式ミニハイドロ発電機には政府関係者が強い関心を示した。このミニハイドロについては日本ビジネスインテリジェンス協会の4月度の情報研究会で同社の海野社長が紹介され、同協会会員に感銘をあたえた。

　　　ポルポト・クメールルージュの虐殺では300万人が犠牲になったといわれ、その傷　跡がいまだに残っており、惨劇がいかにひどいものであったかを痛感させられた。人権問題を声高に喧伝する欧米先進諸国や国連が人類の悲劇をどうして止められなかったのか慙愧にたえない。だが国民は明るく、国家再建に邁進している様子を見て、希望を見出した。ポルポトが文化人、教育者、資産階級のみならず芸術家も多くを虐殺したため、伝統舞踊も古書やタイの舞踊を基に再興されたと伺い、驚いた。
　　　敬虔な仏教徒だけに、素晴らしい国を再興していくことを確信している。ただ、この国にも米国型の利益優先のグローバリゼーションの波が押し寄せており、宿泊先のSunway Hotelで耳にする音楽はアメリカのロックムージックが多く、カンボデイアの伝統音楽が聴けなかったのには失望した。米国発のグローバリゼーションは経済分野のみでなく伝統文化、芸術までも、欧米型に一元化させつつある実情に触れて、ノーベル経済学者のコロンビア大学ステイグリッツ教授が経営大学院の講義で米国主導の利益一辺倒のグローバリゼーションを声高に批判していたことをしみじみと思いだすことであった。ただ日本のJICAを中心とするNGOが発展途上のカンボデイアやラオスなどで草の根で地道に活動している姿に接し、頭の下がる思いであった。

時間の合間を縫って、日本の半田晴久氏が私財をなげうってカンボデイアの青年の教育のために設立したカンボデイア大学も訪問した。約3000人の若者が勉学にいそしんでいるが、果たして日本政府はどれほどの支援をしているのであろうか。
　　　本年12月にジャカルタで開催した国際アジア共同体学会の国際大会を2011年はカンボデイア大学で開催し、学術面においてもカンボデイアを側面的に支援すべきだと思った。訪問した在カンボデイア日本国大使館の黒木雅文大使が高校時代の同窓と分かり、人生の不思議なご縁を感じた。　
３．ラオス；

　　　カンボデイアの後、ラオスのビエンチャンを訪問した。ここでもJICAの関係者に面談し、有益な示唆を頂いた。ラオスの横田順子大使は日本では珍しい女性大使ながらラオスと日本の経済関係強化に熱心であった。駐ラオス米国大使、中国大使も女性の由でラオスでは主要国の女性大使が活躍している。

ラオスでは私が以前勤務していたニチメン(現双日)が35年前に13万キロワットの水　　

　　力発電所をラオスに初めて建設したところでご縁のある国である。ミニハイドロ発電機を紹介したところ、鉱業エネルギー大臣や計画投資大臣初め、政府高官が非常な興味を示した。若手官僚も非常に有能で、国造りに心血を注いでいた。政治的には中国、ベトナム、経済的にはタイの進出が目覚しく、いわゆるタイ・バーツ経済圏が形成されつつあるように感じられた。タイを中心とするベトナム、カンボデイア、ラオスのインドシナ三国、いわゆるメコン河流域地域は森林、農業、漁業産業におけるASEANの主要生産地域であり、インドのニューデリ、ムンバイ経済物流圏との結節地域として重要である。将来のアセアン自由貿易圏のアジア大陸の核として日本は長期的戦略の下、これらの国々との関係強化に尽力すべきであろう。
結論；今回訪問のタイ、カンボデイア、ラオスとも仏教国として人々は信心深く、まじめで明るく、人懐こく、優しい笑顔で合掌する姿が深く心に残った。これらの国は将来、正しい方向に向かって発展してゆくであろうと確信した。それに引き換え、戦後65年間、米国の利益中心の資本主義、カジノ金融資本主義に蝕まれ、日本本来の歴史、伝統、文化、宗教、倫理をかなぐり捨て、中庸の精神を失い、金銭教、物欲教に酔いしれているわが国、日本の将来は暗澹たるものだと悲しくなった。
　　　劣化を続ける政界、財界、教育界、宗教界などが猛省し、日本の再興に努力しなければ、日本はアジアからも見放されるであろう。メデイアやテレビは漫才グループの低俗のバラエテイ番組と化し、社会の木鐸たるべき新聞はカタログ販売新聞に成り下がっているのが日本文化の実情である。日本の平成維新に残された時間はあと5年、長くて10年が精一杯であろう。100年の大計の下、21世紀のアジアの時代の長期的、総合的戦略の確立が今ほど求められている時はないと痛感させられた今回のタイ、カンボデイア、ラオスの三カ国出張であった。　　　　　　　　　　　　　　以上
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